
8.1 sat Ａ：リブロ Ｂ：9-301,302 Ｃ：201 Ｄ：202 Ｅ：203

9:00-10:00 受付

10:00-10:15
オープニング

セッション
10:30-11:30 基「特別支援教育はコミュ

ニケーション教育」

杉浦 徹（長野大）

基「コミュニケーション支

援５つの視点」

青木 高光（稲荷山養）

特「国立大学で働くダウン

症の青年が熱く語ります～

豊かな人生とは～」

櫻井 康博（長野大）

特「信州スイーツ紀行 - 福

祉施設の絶品スイーツ -」

矢島 悟（伊那養）

本田 祐介（伊那養）

11:45-12:15 特「フロクのトリセツ

‐今年はドロタイマー！‐」

杉浦 徹・太田 直樹

実「トークンエコノミー法

の活用事例」

原 伸生（稲荷山養）

実「小さな人達と一緒に笑

う、ゆるゆる支援」

有賀 知子（伊那養）

実「中学校支援学級で使っ

てみたい iPad のアプリ」

溝口 博（上田六中）

実「その時現場は？～就学

奨励費で ICT 機器購入～」

山浦 雅史（松本養）

12:15-1:30 昼食

1:30-2:30 基「作ってわかる特別支援

教育」

杉浦 徹（長野大）

実「廊下でレタス　～どこ

でも農業・誰でも農家～」

青木 高光（稲荷山養）

特「チアリー＆しまりーの

でこぼこバンザイ！ゼミ」

伊藤 美香（保護者）

花石 多希子（保護者）

原 伸生（稲荷山養） 

基「読みに困難のある子ど

もへのデイジーによる支援」

西澤 達夫（シナノケンシ）

実「教材 50 連発！！」

本田 祐介（伊那養）

実「 性 に 関 す る 指 導 に ICT

は活用できるの？」

竹内 奏子（稲荷山養）
2:45-3:45 特「学校脱力化対談」

杉浦 徹（長野大）

谷 美也子（伊那養）

基「障がいの重い子のコミュ

ニケーション～伝える・感

じる・繋がる～」

矢島 悟（伊那養）

基「視覚障害と iPad 活用」

神尾 裕治（長野大）

丹羽 弘子（足立小）

実「読み書き困難のある子

への支援ー巡回相談レポ」

原 伸生（稲荷山養）

実「教材 50 連発！！～信州

若手編～」

太田 直樹（若槻養）

　山浦 雅史（松本養）

4:00-4:45 特「特別支援マンガ道場」

信州カンファ実行委員

主催：信州特別支援教育カンファレンス実行委員会

後援：長野大学　長野県教育委員会　上田市教育委員会　信濃教育会　信濃毎日新聞社

協賛：公益財団法人 日本教育公務員弘済会 長野支部

１日目 　　※ 各セッション、別会場にて同時進行で行われます。途中退席・移動自由です。基→基礎講座　実→実践報告　特→特別企画

信州特別支援教育

8.1 sat / 2 sun
会場：長野大学

http://blog.livedoor.jp/shinshu_confe/ 

長野県上田市下之郷 658-1

カンファレンス
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8.2 sun Ａ：リブロ Ｂ：9-301,302 Ｃ：201 Ｄ：202 Ｅ：203
9:30-10:50 「あれこれ話しながら、手を

動かしておもちゃを作りま

しょう」

杉浦 徹（長野大）
広いリブロホールを使って、飛

ぶおもちゃで遊びましょう。支

援機器とおもちゃは兄弟みたい

なもの。手を動かして、あれこ

れ話しながら作ると支援や機器

活用のアイデアが浮かぶかも！

人数無制限！

「ムーブメント教育・基礎講

座」　　　　　

大塚  美奈子（上田養）

古谷 久美子

（NPO ムーブメント松本）
運動に不器用さがあるお子さ

ん、多動で注意が向きにくいお

子さん、重度のお子さんに向け

たアセスメントの基礎と実際の

プログラムを行います。動ける

服装で参加ください。

定員 30 名

 

「視覚支援ワークショップ」

矢島 悟・本田 祐介

（伊那養）
視覚支援の酸いも甘いも噛み分

けた E-Yo! 視覚支援 club が考

案したワークショップを通し

て、視覚支援について学びま

しょう。

「 “Kawaii” Room」

MasakoOzawa ×乙女手芸部

「ふろく『ドロタイマー』を

作ろう」

太田 直樹（若槻養）
前回のボカ太くんに続く今回の

付録は「ドロタイマー」。ドロ

太くんがデザインされた光るタ

イマーを作りましょう。ハンダ

ゴテ等の道具があればお持ちく

ださい。材料費がかかります。

Ａ

“ 触れる力の

大きさ ”
定員 12 名

Ｂ

“kawaii” モノ

を見たり作っ

たりしよう
定員 12 名

リンパセラピストの小沢昌子さ

んと乙女手芸部のスペシャル企

画を “kawaii” 空間で体感してみ

ませんか？

参加費・材料費がかかります。

11:00-12:20 「メディアと障害観～漫画、

アニメの中の障害～」

杉浦 徹（長野大）

青木 高光（稲荷山養）
私たちが「障害を理解しよう」

とする時、その理解の筋道自体

がメディアによって作られたも

のだったら？マンガ、アニメ、

サブカル様々な切り口で「障害

の見方」それ自体を見直す。

「視覚支援ワークショップ」

矢島 悟・本田 祐介

（伊那養）
9:30-10:50 と同じ内容です。

「 “Kawaii” Room」

MasakoOzawa ×乙女手芸部

「ふろく『ドロタイマー』を

作ろう」

太田 直樹（若槻養）
9:30-10:50 と同じ内容です。

Ａ

“ 触れる力の

大きさ ”
定員 12 名

Ｂ

“kawaii” モノ

を見たり作っ

たりしよう
定員 12 名

9:30-10:50 と同じ内容です。

※Ａ、Ｂは会場は同じですが、

別申し込みの講座になります。

12:20-1:30 昼食

1:30-2:50 「Toru's BAR」

杉浦 徹（長野大）

ゲスト：太田 直樹（若槻養）

　山浦 雅史（松本養）
特別支援繁華街の路地裏でひっ

そり営まれる Toru's BAR。

マスターとのトークを肴に今夜

も一杯！

信州若手？のホープお二人とだ

らだらトークします。

「静的弛緩誘導法：基礎から

学びましょう」

大石 卓司

（静的弛緩誘導法研究会

長野支部）
どのお子さんにとっても、自分

の身体に気づくこと、身体と心

を楽にして、身体を上手に使う

ことは、大切です。毎日の生活

がきっと楽しくなります。実技

を通して、学び合いましょう。

「認知の凸凹から支援方法を

導く方法」

原 伸生（稲荷山養）
認知の凸凹（強さ弱さ）から困

難さの背景を推測し支援方法の

アイデアを出し合ってみましょ

う。

「使ってみよう DropTalk　

～基本機能と最新機能のポ

イント～」

青木 高光（稲荷山養）
VOCA アプリの定番 DropTalk

の基本機能をおさらい。更には

最新ヴァージョンの新機能を徹

底解説。DropTalk をインストー

ルした iPad か iPhone をご持参

ください。

「ふろく『ドロタイマー』を

作ろう」

本田 祐介（伊那養）
9:30-10:50 と同じ内容です。

3:00-4:20 「Toru's BAR」

杉浦 徹（長野大）

ゲスト：谷 美也子（伊那養）
夜咲くネオンは嘘の花。たとえ

嘘でも、今夜は酔いたい蜜の味。

閉店間際に Toru's BAR を訪れ

たのは乙女手芸部部長。

特別支援の未来は夜ひらく！

「行動面のアセスメントから

支援方法を導く方法」

原 伸生（稲荷山養）
行動面のアセスメント情報から

困難さの背景を推測し支援方

法のアイデアを出し合ってみま

しょう。

「開発希望者のための

DropTalk マニアックトーク」

青木 高光（稲荷山養）
なぜ教員がアプリを開発できた

のか。これから開発したい教

員は何をするべきなのか。真に

マニアックな話を聞きたい人限

定。別途配布資料 1000 円。

定員 20 名

「ふろく『ドロタイマー』を

作ろう」

太田 直樹（若槻養）
9:30-10:50 と同じ内容です。

4:30-4:45
クロージング

セッション

２日目 　　※ 実技講習会が中心になります。Ａ：リブロ以外は、資料・材料準備のため前もって申し込みが必要です。

２日目 　　※ セッションによっては材料費・マニュアル代等が、数百～千円程度必要になります。

2015 テーマ

「特別支援途中下車」

・     参加費は両日参加で 2000 円となります（１日のみの場合は 1000 円）。当日受付にてお支払いください。

・　懇親会は１日目 6:30 から上田駅前ホテル「上田東急 REI ホテル（旧 上田東急イン）」（0268-24-0109）で行います。

・　カンファレンスに関する追加のお知らせがある場合がありますので、ブログをご覧ください。

参加のお申し込みは

「信州特別支援教育カンファレンス」blog（ http://blog.livedoor.jp/shinshu_confe/ ）

のメールフォームからお願いします。


